
 

ＪＲ連合 
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ＪＲに集う 

すべての仲間の 

ＪＲ連合への 

総結集を！！ 
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２０２０年２月１３日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ北労組第 17 回拡大中央委員会 

ＪＲ北海道とＪＲグループで働く者の 

健全な発展をさらに構築する！  
ＪＲ北労組は２月８日、「かでる２．７」において第 17 回拡大中央委員会を開催した。

中央委員や傍聴など総勢約 80 名が参集し、安全の確立、民主化闘争完遂・組織拡大、２

０２０春季生活闘争の取り組み、政策の実現などを柱とした当面の活動方針を、真摯な

討議を経て満場一致で決定した。 

冒頭、昆弘美中央執行委員長（ＪＲ連合副会

長）は挨拶で、単独維持困難線区の課題につい

て「北海道全体の活性化・発展を目指す総合的

な視点が不可欠である。交通体系に限らず、観

光や文化、地場産業の活性化、交流人口の増加

等、地方創生を図ることをも視野に入れた総

合的な議論・検討を行うべき」との考え方を示

した。また、組織拡大については「良識ある他

労組組合員は、何処の職場にも存在し、不信・

不満は共通している。この共通した気持ちを解決できるのは、自由で民主的なＪＲ北労

組に加入することであり、そのことを意識して、私たち自らが自信と確信を持って組織

拡大に邁進しよう！」と強く訴えた。また、来賓として出席したＪＲ連合の今井企画部

長からは、ＪＲ連合第 32 回中央委員会で決定した活動方針や「ＪＲ連合ビジョン」につ

いて説明をするとともに、ＪＲ総連を取り巻く情勢についても共有を図った。 

質疑・応答では、８名の委員などから２０２０春季生活闘争にむけた賃金の引き上げ

やシニア層の働き方に関する意見、自動車支部の状況などの発言があり、中間答弁を経

て、園木寛嗣書記長が集約答弁を行い、満場一致で議題が承認された。その後、委員会宣

言を出席者全員で確認し、最後に昆委員長の団結ガンバローで閉会した。 


